
平成２８年度 岐阜県公共測量作業規程 一部改正概要 

 

主な改正の概要 

・平成２８年３月３１日の国土交通省の改正箇所について改正を行った。 

 

詳細事項 

① 「電子基準点のみを既知点とした基準点測量」の適用拡大（第２編 第１章） 

  岐阜県公共測量作業規程（以下、「作業規程」という。）では、１級基準点測量

のみで利用可能となっている電子基準点のみを既知点とする測量方法を２級基準

点測量にも適用させた。また、４級基準点測量において電子基準点のみを既知点

として設置した基準点や電子基準点を既知点とする場合に、より効率的な設置が

可能となった。 

 

② 「車載写真レーザ測量」の新規追加（第３編 第３章） 

  地形測量及び写真測量の方法として車載写真レーザ測量（従前のマニュアルに

おける「移動計測車両による測量システム（ＭＭＳ）」）を新規追加した。車載写

真レーザ測量とは、車両に自車位置姿勢データ取得装置及び数値図化用データ取

得装置を搭載した計測・解析システムを用いて道路及びその周辺の地形、地物等

を測定し、取得したデータから数値図化機及び図形編集装置により数値地形図デ

ータを作成する作業のことで、作成する数値地形図データの地形情報レベルは、

５００及び１,０００を標準とする。 

 

③ 多言語表記による図式の新規追加（付録８） 

  訪日外国人旅行者の円滑な移動や快適な滞在のための環境整備を進める上で、

多言語に対応した外国人にわかりやすい地図を普及させることが重要。地図にお

ける地名等の英語表記基準や外国人が直感的に理解しやすい地図記号について作

業規定に新規追加した。 

  なお、付録及び別表は国土交通省の作業規程の準則を準用。 


